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19 世紀末ケープ植民地と

ヨーロッパ・アイデンティティ

堀内　隆行

はじめに

2003 年 9 月、雑誌『南部アフリカ研究』29 巻 3 号は、特集「空間、

場所、アイデンティティ―南部アフリカの歴史地理学―」（‘Space,

Place and Identity: Historical Geographies of Southern Africa’）を掲

載した。同特集の序論は、歴史地理学の研究史を振り返りつつ、ポスト

アパルトヘイトの今日、南アフリカ史研究が抱える問題の所在を指し示

す。1970 年代末に登場したラディカル派は、二つの側面で西洋世界と

の連関を追求した。つまり、I・ウォーラーステイン、E・ P・トムス

ン等欧米の研究動向の影響下にある一方、南部アフリカ社会を規定する

人種差別の起源をイギリス帝国主義、資本主義に求め、研究内容上も欧

米の影響を強調した。しかし、ポストコロニアルの立場に立つ近年の研

究は、ラディカル派が追求した西洋世界との連関を絶つことを主張する。

こうした研究は、理論的基礎をインド起源のサバルタン・スタディーズ

に求め、あるいはオーラル・ヒストリーを利用し、研究内容上も「西洋

中心主義的歴史叙述」を排除しようとする１）。

イギリス帝国史研究も同様の状況にある。例えば 2003 年 5 月、雑誌

『帝国・コモンウェルス史』31 巻 2 号は、特集「ブリティッシュ・ワー

ルド―ディアスポラ、文化、アイデンティティ―」（‘The British

World: Diaspora, Culture and Identity’）を掲載した。同特集の序論

は、旧植民地のナショナル・ヒストリーの隆盛が帝国史という、イギリ

スと植民地の関係史の枠組自体を揺るがせていることを指摘する２）。以

上二つの雑誌特集は、南アフリカ史、イギリス帝国史双方の研究につい

て、ヨーロッパ・アイデンティティを語ることが容易くない現状を示
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す。

しかし、研究動向上も研究内容上も西洋世界との連関を絶つのは、逆

の極端でしかない。植民地支配、あるいはアパルトヘイトという負の遺

産の克服が、連関の歴史的把握によりはじめて実現することもまた事実

である。先述の特集「ブリティッシュ・ワールド」は、こうした現状を

打開する試みの一つといえる。19 世紀末－ 20 世紀前半のイギリス領植

民地において、ナショナル、あるいはエスニック・アイデンティティの

形成が、帝国（「ブリティッシュ・ワールド」）の問題と不可分の関係に

あったことを解明する。そのことによって、植民地のアイデンティティ

を理解する上で帝国の理解が不可欠であり、また逆に、帝国を理解する

上で植民地のアイデンティティの理解が不可欠であることを強調する。

この「ブリティッシュ・ワールド」に対する関心は、南アフリカ史の

研究動向の一部とも連動している。研究の焦点の一つは、19 世紀末ケ

ープ植民地にある。鉱産資源の発見、二次の南アフリカ戦争が相次いだ

当時、ここでは他地域に先行して、アフリカーナ（オランダ系入植者が

自称。ボーア人）、アフリカ人、カラードのエスニック・アイデンティ

ティの形成がはじまる。こうした過程は、帝国支配の下に、あるいはイ

ギリス系入植者の世界にアフリカーナを文化的に統合することと対を成

していた。この問題について従来は、白人間の対立を重視する傾向が強

く、関心が低かった。だが近年は、V・ビックフォード・スミスがケー

プタウン市の状況を扱うほか、D・シュレーダーも歴史家 G・M・シ

ールの叙述を検討し、「ブリティッシュ・ワールド」の理解が深まって

いる３）。

しかし、先行研究にヨーロッパ・アイデンティティの視座は少ない。

世紀末ケープのアイデンティティの編成に際して、「ヨーロッパ」は二

つの側面で問題となった。第一に、白人間の文化統合においては、単に

イギリス系、オランダ系ではなくヨーロッパ系であることが重要な意味

を有した。第二に、入植者のアイデンティティにおいては、植民地が本

国と異なる側面を持つ、という認識が問題となりはじめた。こうした

「旧世界」との距離感の高まりは、ヨーロッパ・アイデンティティがア

フリカという異郷において、独自の展開を見せる端緒となっていく。だ

が、この二側面に対する先行研究の関心は、概して低調である。

以上の諸点をふまえて、本稿は世紀末ケープにおいて、ヨーロッパ・
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アイデンティティがどのように展開したか、という問題を検討する。以

下、第 1章では白人間の文化統合、第 2章では植民地／本国の差異の認

識について探っていきたい。

第１章　白人間の文化統合と「テュートン人・アイデンティティ」

1910 年の連邦結成まで、今日の南アフリカは複数の地域が分立する

状況にあった。その内ケープは、白人開拓者の最初の入植地であり、ま

たイギリス領植民地としても最長の歴史を有した。本稿が対象とする

19 世紀末は、この地域にとって繁栄の時期であったといえる。経済的

には 1867 年、植民地北辺のグリカランド・ウェストでダイヤモンドの

採掘がはじまって以降、鉱産資源の発見が相次いだ。政治的には、1854

年の代表政府（立法権）授与、1871 年の責任政府（議院内閣制の自治

権）授与等、植民地自治の拡大が続いた。こうした状況と連動して、

1875 年には 72 万人に過ぎなかった人口も、1891 年には 150 万人、1904

年には 240 万人と急増した４）。本章ではこの世紀末ケープについて、白

人間の文化統合の問題を検討したい。

ケープの人口構成は他地域と比較して、白人内部の分断が際立つ。全

体の約 4分の 1の白人は、オランダ系が 6割、イギリス系が 4割を占め

た。オランダ系は 17 世紀半ば以降ケープに入植してきたが、多くが農

村に在住する一方、都市在住者はイギリス化した５）。他方、イギリス系

は 19 世紀初め以降の入植者であったが、「1820 年の入植者」の失敗以

降、多くが都市に在住した６）。

このように、都市、農村のラインは両者を分断したが、その関係は必

ずしも芳しくなかった。イギリス系は植民地当局、あるいはミッショナ

リと共同して、オランダ系を圧迫することが多かった。こうした状況は、

イギリス系の歴史叙述にも反映する。例えば、J・ノーブル『南アフリ

カ、過去と現在』（1877 年）は、入植初期のオランダ系について、「…

彼らの道徳的状況は、世帯を同じくしていたホッテントット（ケープの

先住民）や奴隷ほども高くなかった。…７）」と蔑視する。

1870 年代末になると、かかる圧迫、蔑視に対するオランダ系の反発

は、アフリカーナのエスニック・アイデンティティに転化する。1875

年結成の真正アフリカーナ同盟は、ケープタウン近郊のパールを拠点と

19世紀末ケープ植民地とヨーロッパ・アイデンティティ（堀内）
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して、アフリカーンス語とカルヴィニズムの擁護を訴えた。この動きは

歴史叙述にも反映する。例えば、先述の『南アフリカ、過去と現在』は、

19 世紀前半にケープを出発し、内陸部にトランスヴァール、オレンジ

両国を建設したオランダ系の人々を、無知、無法、残酷、野蛮と表象し

ていた８）。他方、アフリカーナは同じ人々をフォルトレッカー（先駆者）

と称え、「…古のフォルトレッカーは、…もともとわれわれと同じ民族

であり、〔イギリスの〕強制がなければわれわれと同じ民族でありつづ

けるはずであった。…高山と大河によって互いに隔てられていても、全

員を一つの民族としてつなぐ紐帯は決して破られない。…９）」と記す。

こうしたアフリカーナのエスニック・アイデンティティの形成は、

1880 － 81 年、イギリス帝国とトランスヴァール、オレンジ両国の間に

起こる第一次南アフリカ戦争とも連動していた 10）。

以上の分断状況を解消し、帝国支配の下に、あるいはイギリス系入植

者の世界にアフリカーナを文化的に統合することは、1890 － 96 年、ケ

ープ植民地首相を務めた C・ J・ローズにとって重要な課題であった。

現地の鉱業利害を代表するローズは、イギリス帝国の南部アフリカ支配

の安定化を狙って、ケープを盟主とする南アフリカ連邦の結成を目指し

た。その第一段階は、ケープの植民地人アイデンティティの形成であっ

た。例えば、ローズは 1891 年、アフリカーナ同盟の年次大会において

以下のように演説している。「…この国の若者の考え方を形づくり、訓

練し、強化する場所、そうした目的に適う場所は、ケープタウン近郊の

ほかにありません。ケープ植民地人として、わたしはケープタウンを南

アフリカの中心にしたいと思います。… 11）」更に、植民地自治の重要性

を説き、「…もし諸君〔アフリカーナ〕がこの国のイギリス系の人々と

誠心誠意協力することを希望するなら、自治の問題についても心を一つ

にしましょう。…われわれには、振り返ることのできる歴史とネイショ

ンがあります。… 12）」と結語した。こうした背景をふまえて、ローズの

庇護の下、数多くの歴史家、作家、建築家等が白人間の文化統合に邁進

する 13）。

かかる文化統合に際しては、人種主義の果たした役割も大きかった。

例えば、「植民地修史官」の称号を有した歴史家 G ・ M ・シールは、

南部アフリカの非イギリス系白人の内、ポルトガル人とオランダ人の間

に線を引く。「…ポルトガル人は、兵士でも商人でも、南アフリカにお
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いて急速に退化する事情にあった。ヨーロッパ人の女性はほとんど見ら

れず、ほぼあらゆる白人男性がバンツー女性と交渉を持った。…野蛮人

の社会を除く全ての社会から切り離され、16 世紀の終わりまでしばし

ば教会の聖職者の活動とも無縁で、怠惰のうちに沈滞し、…その生活は、

ヨーロッパ人の生活としてはもっとも惨めになった。… 14）」他方、入植

初期のオランダ人に関しては、人種混交を経験したものの、社会秩序と

文化的優位の維持に成功した、とする 15）。

こうした人種主義的説明は、イギリス系とオランダ系の関係について

も同様であった。例えば、シールは 19 世紀初めのイギリスのケープ支

配確定について、以下のように記す。「…征服者と被征服者は同じ人種

だったので、ケープ植民地がイギリス軍に降伏したことにより、両派は

和解した。全てのヨーロッパ諸国民中、ネーデルラント北部の住民は、

イングランドとスコットランドの人々にとってもっとも血縁的に近いの

である。… 16）」女性運動家として著名なイギリス系作家 O・シュライ

ナーも、この種の人種主義的説明を行った。例えば、シュライナーは

1891 年、『ケープ・タイムズ』紙に以下の記事を寄稿している。「…捉

えにくいが実際、全ての南アフリカ人をつなぎ、世界の他の人々と区別

する紐帯は存在する。この紐帯は人種の混合それ自体である。これが南

アフリカ人を世界の他の人々と分け、われわれを一つにしている。… 17）」

また、二人はイギリス系とオランダ系をまとめて、「テュートン人」と

呼ぶ 18）。このように「テュートン人・アイデンティティ」が強まるケー

プ植民地の状況は、ドイツとの対立がゲルマン系の出自神話を変えつつ

あったイギリス本国の状況とは対照的であった 19）。

また以上の、白人を中心とするヨーロッパ・アイデンティティの展開

は、人種差別の進展とも軌を一にしていた。近年の研究は、世紀末ケー

プがこの進展の決定的局面であったことを解明しつつある。植民地経済

の拡大は、人口の約 4分の 3を占める有色人種の社会的上昇に帰結した。

こうした状況に対する白人の不安は、以下の雑誌記事にも確認できる。

「…以前は、マレー人〔カラード〕は信頼できる召し使いの階級であっ

た。彼らと白人の主人は親愛の情で結ばれていた。彼らは今日よりずっ

とつつましく、付き合いやすかった。…マレー人は卑しくとも特別に忠

実だと言われたものだ。…〔以前と〕同じもちつもたれつの親密さはも

はやない。マレー人は今や、かなり排他的で自立志向である。… 20）」当

19 世紀末ケープ植民地とヨーロッパ・アイデンティティ（堀内）
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時は 1894 年のグレン・グレイ法等、20 世紀のアパルトヘイトに通じる

人種差別立法も相次いだ 21）。

このように世紀末ケープでは、白人間の文化統合に際して、「テュー

トン人・アイデンティティ」が強まることとなった。また、こうしたヨ

ーロッパ・アイデンティティの展開は、人種差別の進展とも軌を一にし

ていた。

第２章　「ケープからカイロへ」と入植者のアイデンティティ

前章で検討してきた白人間の文化統合と連動しつつ、世紀末ケープの

入植者のアイデンティティにおいては、植民地が本国と異なる側面を持

つ、という認識も問題となりはじめた。こうした「旧世界」との距離感

の高まりは、ヨーロッパ・アイデンティティがアフリカという異郷にお

いて、独自の展開を見せる端緒となっていく。かかる入植者のアイデン

ティティについては、次の議論もふまえる必要がある。「ブリティッシ

ュ・ワールド」に対する関心とあいまって、J・ダーウィンは近年、19

世紀末イギリス帝国の白人定住植民地について、農業ポピュリズムの進

展を重視している。この進展は、本国の工業化・都市化批判と共鳴する

一方、植民地／本国の差異の認識にも通じていた 22）。本章ではケープに

ついて、以上の諸点を検討したい。

問題の焦点の一つは、「ケープからカイロへ」にある。イギリス帝国

は当時、ケープ植民地を拠点として北へとアフリカ侵略を推し進めた。

1885 年、植民地に隣接するベチュアナランド（現ボツワナ）が保護領

となると、侵略の焦点はより北方のマショナランド（1895 年以降ロー

デシア、現ジンバブエ）に移り、1889 年、同地域はイギリス南アフリ

カ会社領となった 23）。

ケープでは早い時期より、指導的立場にある人々が侵略を、「国民的」

事業と認識していた。北方、とくにマショナランドに対し、イギリス系

は鉱床として、アフリカーナは農産物の市場、あるいは余剰人口の移民

先として期待をつないだ 24）。ローズは 1883 年、ケープ議会において、

「…内陸部の開発は植民地の生来の権利である。… 25）」と演説し、1889

年にはイギリス南アフリカ会社の経営権を掌握している。また、A・ウ

ィルモット＆ J・チェイス『発見から 1819 年までの喜望峰植民地の歴
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史』（1869 年）は、北方がケープへの「新鮮な刺激」となることを希望

し、先述のシールも、ケープの人々こそ新天地の開拓者として最適であ

る、と記す 26）。

以上の背景のもと、植民地／本国の差異の認識は、とくに二つのマシ

ョナランド旅行記をめぐって高まる。第一の旅行記の執筆者は、R・

S・チャーチル（1849 － 95 年）である。このW・チャーチルの父親は

当時、本国保守党の有力政治家であり、また南部アフリカの鉱山開発に

対しても多額の投資を行っていた。こうした経緯もあり、ローズは

1891 年、チャーチルを旅行に招待する。地図は旅行ルートを示す。大

まかに言えば、往路は東回り（ケープタウン→キンバリー→ヨハネスブ

ルク→プレトリア→トゥリ）、復路は西回り（トゥリ→マフェキング→

キンバリー→ケープタウン）であり、マショナランドではヴィクトリア、

ソールズベリを視察した。チャーチルは、本国の『デイリー・グラフィ

ック』紙と旅行記の執筆契約もとり結んでいる。この旅行記は、現地の

『ケープ・アーガス』紙が連載したほか、ロンドンの出版社も 1893 年、

『南アフリカの人、鉱山、動物』27）として刊行した（表 1は本の構成と新

19世紀末ケープ植民地とヨーロッパ・アイデンティティ（堀内）

章 題　　名 『ケープ・アーガス』紙の掲載年月日
1 往航 1891 年 7 月 8 日
2 ケープ植民地 1891 年 7 月 20 日
3 ダイヤモンド 1891 年 8 月 3 日
4 金 1891 年 8 月 7、10 日
5 鉱業とスポーツ 1891 年 8 月 31、9 月 1 日
6 トランスヴァールのボーア人 1891 年 9 月 7 日
7 マショナランドへの途上 1891 年 9 月 21、28 日
8 探検―構成と装備― （掲載なし）
9 ベチュアナランド巡り 1891 年 10 月 5、12 日
10 トレックとハンティング 1891 年 10 月 19、21 日
11 ライオン 1891 年 10 月 22、26 日
12 フェルト旅行の困難 1891 年 12 月 11、14 日
13 ヴィクトリア・ソールズベリ間の地方の特色 1891 年 12 月 18、21 日
14 マショナランドのスポーツ 1891 年 12 月 26、28 日
15 マゾエ川の産金地帯 1892 年 1 月 2、4 日
16 ハイフェルトのアンテロープ狩り 1892 年 1 月 11 日
17 マショナランドの冨―疑問と落胆― 1892 年 1 月 15、18 日
18 ソールズベリの生活 1892 年 1 月 22 日
19 帰路 1892 年 1 月 29、2 月 1 日
20 振り返って （掲載なし）

表１　『南アフリカの人、鉱山、動物』の構成
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聞の掲載年月日との対応関係を示す）。

チャーチルの旅行記は、オランダ系に対する蔑視を第一の特徴とする。

例えば、トランスヴァールのボーア人農場主については以下のように記

す。「…そのボーア人農場主は、無益な怠惰そのものであった。…彼は

完全に無教養であり、聖書のあらゆる言葉を当に狂信的に信じるほかは、

本も開かず、新聞を読むことさえ決してなかった。… 28）」ここに確認で

きるのは、イギリス人の伝統的侮蔑感であるといえよう。

マショナランドに対しても否定的評価を下す。例えば、農業について

は以下のように記す。「…よく言われるすばらしい国マショナというの

はどこにあるのか、とわたしは自問しはじめた。ボーア人が渇望する

『約束の地』はどこにあるのか、と。土壌が異常に肥沃な低地では、熱

病や馬の病気が人間を苦しめ、家畜を根絶する。こうした害悪が広くは

流行していない高地の土壌は、不毛かつ無価値である。…わたしは、繁

栄したヨーロッパ人の入植に相応しい場所を見たことがない。ある種の

人間、つまりスポーツマンやハンターといった人間にとってのみ、この

国は魅力的なのであろう。… 29）」鉱業についても手厳しい。「…マショ

ナランドは、今日知られている限りでは、アルカディアでもエル・ドラ

ドでもない。マゾエ川の産金地帯が落胆すべきものであり、いかなる富

もそこから期待できない、ということがわかっても、そのことは比較的

冷静に受けとめられている。というのも、この国にしばらく住んでいる

人も最近来た人も皆、ハートレイ・ヒル地方の鉱産資源がマゾエの欠を

補って余りあることを確信しているからである。かくも大量の、明らか

に具体的な報告や噂が全く無価値かつ誤りであるとわかる事態は、あり

えないように思われる。しかし、わたしは即座に、これがそうした事態

であると理解した。… 30）」また、先住民に対する蔑視も確認できる。

「…マショナ人が労働者としても使用人としても全く無価値である、と

いうことに関してはあらゆる意見が一致している。彼らが 2週間以上他

の人といっしょにいることはめったになく、毛布や衣服が与えらなけれ

ばほぼいつでも逃げ出す。… 31）」こうした叙述をふまえて、結論は以下

のようになる。「…多くの、さまざまの有能な権威筋が抱いてきた、マ

ショナランドの多大な鉱産、農業資源に関する希望的観測が、いまのと

ころ正当化されないことは否定できまい。… 32）」マショナランドは当時、

大雨とマラリアの被害に遭ったばかりであり、投資家と入植者は一時的

19世紀末ケープ植民地とヨーロッパ・アイデンティティ（堀内）
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に失望感を深めていた 33）。しかし、以上の叙述はこの種の失望感に加え

て、植民地に対する本国人の蔑視にも基づいていた。

こうした旅行記の内容に対して、ケープでは反発の声が上がった。例

えば、『ケープ・アーガス』紙（1892 年 3 月 1 日付）は、以下のように

批判している。「…南アフリカのイギリス自治領の将来は、マショナラ

ンドのイギリス南アフリカ会社の事業発展と不可分の関係にある。ラン

ドルフ卿はその将来を、トランスヴァールのボーア人に手渡してしまっ

た。…彼の手紙〔旅行記〕はマショナランドについて、ほとんど真実を

述べようともしていない。… 34）」この批判は、「トランスヴァールのボ

ーア人」に対するライヴァル意識を鮮明にしているが、他方には、旅行

記の農場主蔑視に対する『ケープ・タイムズ』紙（1891 年 9 月 1 日付）

の反発も存在したことに留意したい 35）。

J・ P・フィッツパトリック（1862 － 1931 年）のもう一つの旅行記

が登場するのは、一連の反発と連動してのことである。フィッツパトリ

ックは 1890 年代半ば以降、アイトランデル（トランスヴァールのイギ

リス系入植者）の政治指導者として活躍し、1907 年には南アフリカ連

邦の「国民的」児童文学『ブッシュフェルトのジョック』を執筆する。

しかし、もともとはケープのキングウィリアムズタウン出身であり、こ

の時期、金鉱会社に就職してローズの知己を得た。その縁で、ローズは

フィッツパトリックに、チャーチルのマショナランド旅行に同道し鉱山

を案内するよう命じる。フィッツパトリックの旅行記は、チャーチルと

同じ『ケープ・アーガス』紙が連載し、同新聞社が 1892 年、『つるはし

とペンを持ってマショナランド巡り』36）として刊行した（表 2 は本の構

成と新聞の掲載年月日、署名年月日との対応関係を示す）。

フィッツパトリックはまず、チャーチルのボーア人蔑視に反発を示す。

例えば、以下のエピソードを引く。「…ピーターズブルクにいたとき、

ランドルフ卿〔チャーチル〕はボーア人の農場を見てみたい、と言い出

した。…年老いたボーア人はいなかったので、…その妻が『イギリス貴

族』を歓迎しに出てきた。…おそらく、老婦人の格好が彼の理想に合わ

なかったのだろう。…『何て醜い！行くぞ、行くぞ！馬車を出せ』と卿

は叫んだ。…もちろん、ここは半分文明、半分未開の国に過ぎないし、

人々も高貴な伝統など全く知らない。しかしわれわれは、いささか偏見

を持っているカフィール（先住民）の女性に対してでも、あのような扱
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い方はしないものだ。… 37）」このエピソードに関して、チャーチル自身

は何も書き残していない。

マショナランドに対しても、チャーチルとは対照的に肯定的評価が支

配的である。例えば、先住民については以下のように記す。「…マショ

ナ人は田園生活の、交易を生業とする民である。…彼らは知的で、平和

を愛し、勤勉な人種であるように思える。… 38）」鉱業についても開拓者

精神を称揚する。「…当地の人々といっしょにいて非常に強く印象に残

るのは、まず鉱業に従事する開拓者の若々しさ、次いで金を産み出す国

の領域の広大さ、そして、経験が浅い人が少人数しかいなかったにもか

かわらず、発見された鉱山の多さである。… 39）」こうした叙述をふまえ

て、結論は以下のようになる。「…未熟かつ無教育の野蛮人の手によっ

ても大量良質の穀類、コメ、タバコ…を産み出しうる土地は、知識と情

熱のある人の手があれば大いに発展するに違いない。ここは自然の庭園

にして穀倉である。… 40）」

以上のマショナランド礼賛は、開拓者精神の称揚を含めて、ダーウィ

ンの言う農業ポピュリズムに近い。『つるはしとペンを持ってマショナラ

ンド巡り』は、好意的書評を得た 41）。フィッツパトリック自身、この旅

行記以降長く、同様の北方叙述を行っていく 42）。また、農業ポピュリズ

ムの表象は、多くが農村の住民であったアフリカーナも共有することと

なった。例えば 1892 年、あるオランダ語新聞は、「ケープからカイロへ」

を成し遂げつつあるローズを称賛し、「…彼〔ローズ〕は、ダヴィデ王の

19世紀末ケープ植民地とヨーロッパ・アイデンティティ（堀内）

章 題 名
『ケープ・アーガス』紙

署名年月日
の掲載年月日

１ トゥリへ旅立つ 1891 年 8 月 25 日 1891 年 7 月 15 日
２ ランドルフ卿は急いで 1891 年 9 月 2 日 1891 年 7 月 27 日
３ 路傍の墓 1891 年 12 月 31 日 1891 年 8 月 5 日
４ ジンバブエを訪ねて 1892 年 1 月 8 日 1891 年 8 月 15 日
５ ローズとロ・ベン 1892 年 2 月 1 日 1891 年 8 月 30 日
６ 旧き金鉱 1892 年 2 月 5 日 1891 年 9 月 1 日
７ ソールズベリにて 1892 年 2 月 12 日 1891 年 10 月 1 日
８ 働く探鉱者 1892 年 2 月 19 日 1891 年 11 月 1 日
９ ライオンと他のこと 1892 年 3 月 7 日 （署名なし）
10 トウダイグサ 1892 年 3 月 8 日 （署名なし）
11 タティ居留地 1892 年 3 月 31 日 1891 年 11 月 1 日
12 カーマの国を通って故郷へ（掲載なし） 1891 年 11 月 1 日

表２　『つるはしとペンを持ってマショナランド巡り』の構成
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ように淡紅色の、清々しい容貌の青年である。その周りには旧きイング

ランド南部の田園の、森や荒れ地や生け垣の雰囲気が漂っている。… 43）」

と記す。アフリカーナが好む旧約聖書の世界と、本国の工業化・都市化

批判が理想化する「イングランド南部の田園」とが並存する。更に、こ

うした表象は、本国に対するケープの矜持ともなった。例えば 1897 年、

アフリカーナ同盟の植民地議会下院議員である M・ M・ヴェンター

は、本国議会で北方を「田園と農業の国」と称える 44）。

チャーチルの旅行記に対する反発、フィッツパトリックの旅行記、あ

るいは農業ポピュリズムが示すのは、植民地が本国と異なる側面を持つ、

という認識、あるいは「旧世界」との距離感の高まりである。この高ま

りは、ヨーロッパ・アイデンティティがアフリカという異郷において、

独自の展開を見せる端緒となっていく。

おわりに

世紀末ケープにおいて、ヨーロッパ・アイデンティティの展開には二

つの側面が存在した。第一の側面は、植民地内の問題である。当時、ロ

ーズが推し進めた白人間の文化統合は、イギリス系とオランダ系の年来

の分断状況を解消に向かわせた。そこでは、単にイギリス系、オランダ

系ではなくヨーロッパ系であることが重要な意味を有し、「テュートン

人・アイデンティティ」が強まることとなった。他方、第二の側面は植

民地／本国間の問題である。両者の差異の認識は、とくに「ケープから

カイロへ」をめぐって高まり、そこでは農業ポピュリズムが一定の役割

を果たした。こうした諸側面は全体として、ヨーロッパ・アイデンティ

ティの（南部）アフリカ独自の展開を促していく。

おわりに、いくつかの問題を整理したい。まず、白人を中心とするヨ

ーロッパ・アイデンティティの展開が、人種差別の進展と軌を一にして

いたことについてである。この事態に対する有色人種側の反応は複雑で

あった。反発は当然存在したが、他方にはイギリス帝国支配への文化統

合を望む者もいた 45）。また、「西洋中心主義的歴史叙述」の打開につい

ては、以上の植民地の状況がイギリス本国、あるいはヨーロッパのアイ

デンティティにどう影響したか、という問題を探ることが重要である。

西洋／非西洋世界の固定的把握もまた、こうしたテーマの探究を通して
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はじめて克服可能となるに違いない 46）。しかし、かかる諸問題の本格的

検討は、他日を期したい。
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